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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計測部による計測日時と、当該計測日時に計測したエネルギー使用量の積算値と、前記
計測部の交換日時と、を含むエネルギー使用量情報を記録する記録部と；
　前記積算値を時系列的に表示する表示部と；
　前記記録部に記録されるエネルギー使用量情報を参照して、前記計測部の交換前後の積
算値の差分を算出し、交換後に計測した積算値から当該差分にもとづくオフセット値を減
算して前記表示部に表示させる処理部と；
　を具備し、
　前記記録部は、前記計測部から前記エネルギー使用量情報を取得しない期間がある場合
、前記エネルギー使用量情報が記録の停止により取得されなかったこと、または前記エネ
ルギー使用量情報が再取得不可であること、のすくなくとも一つを前記エネルギー使用量
情報を取得しない理由として、前記計測日時に対応づけて記録し、
　前記表示部は前記理由を前記積算値とともに表示する表示システム。 
【請求項２】
　前記表示部は、前記交換日時の情報を積算値とともに表示することを特徴とする請求項
１に記載の表示システム。 
【請求項３】
　前記記録部は、第１の記録部と、第２の記録部とを含み、
　前記第１の記録部は前記計測部から前記エネルギー使用量情報を取得して記録し、
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　前記第２の記録部は前記第１の記録部から前記エネルギー使用量情報を取得して記録し
、
　前記第１の記録部と前記第２の記録部とは直列に接続されることを特徴とする請求項１
または２に記載の表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各家庭で使用した電力量を計測器によって計測し、電力使用量の積算値を表示す
る装置が知られている。たとえば、計測した電力使用量と、電力使用量の積算値とから、
所定時間後の電力使用量の積算値を予測して、予測値を表示する装置が知られている。
【０００３】
　ところで、従来の装置では、電力量を計測する計測器の交換のために一時的に電力使用
量を計測できなかった場合、計測器の交換の前後で表示する積算値にずれが生じることが
ある。
【０００４】
　また、近年、ＨＥＭＳ（Home　Energy　Management　System）等、家庭内のエネルギー
消費を一元的に管理して制御するシステムが登場している。ＨＥＭＳでは、宅内の制御装
置を宅外のサーバと接続し、宅内の制御装置から宅外のサーバに電力使用量等の情報を送
信することがある。この場合に、宅内の制御装置と宅外のサーバとを結ぶ通信経路に障害
が生じて、サーバが電力使用量等の情報を取得できない期間が発生することが考えられる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－２４０１３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、エネルギー使用量の情報を取得できない期間があっ
た場合でもユーザが理解しやすいエネルギー使用量の情報を提示することができる表示シ
ステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の表示システムは、計測部による計測日時と、当該計測日時に計測したエネル
ギー使用量の積算値と、計測部の交換日時と、を含むエネルギー使用量情報を記録する記
録部と、積算値を時系列的に表示する表示部と、記録部に記録されるエネルギー使用量情
報を参照して、計測部の交換前後の積算値の差分を算出し、交換後に計測した積算値から
当該差分にもとづくオフセット値を減算して表示部に表示させる処理部と、を具備する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の実施形態に係る表示システムによれば、エネルギー使用量の情報を取得できな
い期間があった場合でもユーザが理解しやすいエネルギー使用量の情報を提示することが
できることが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る表示システムの構成の一例を示す図である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る表示システムにおいて表示される電力使用量グラ



(3) JP 6237380 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

フの一例を説明するための図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る表示システムの記録部に記録する電力使用量情報
の第１の例を示す図である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る表示システムの記録部に記録する電力使用量情報
の第２の例を示す図である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係る表示システムの記録部に記録する電力使用量情報
の第３の例を示す図である。
【図６】図６は、第１の実施形態に係る表示システムの記録部に記録する電力使用量情報
の第４の例を示す図である。
【図７】図７は、第１の実施形態に係る表示システムにおける表示情報生成処理の流れの
一例を示すフローチャートである。
【図８】図８は、第１の実施形態の変形例に係る表示システムが表示するグラフの例を示
す図である。
【図９】図９は、第２の実施形態に係る表示システムの構成の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、第２の実施形態に係る表示システムにおいて表示される電力使用量
グラフの一例を説明するための図である。
【図１１】図１１は、第２の実施形態に係る表示システムの記録部に記録する電力使用量
情報の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、第２の実施形態に係る表示システムにおける表示情報生成処理の流
れの一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下で説明する実施形態の表示システムは、計測部による計測日時と、当該計測日時に
計測したエネルギー使用量の積算値と、計測部の交換日時と、を含むエネルギー使用量情
報を記録する記録部と、積算値を時系列的に表示する表示部と、記録部に記録されるエネ
ルギー使用量情報を参照して、計測部の交換前後の積算値の差分を算出し、交換後に計測
した積算値から当該差分にもとづくオフセット値を減算して前記表示部に表示させる処理
部と、を具備する。
【００１１】
　また、実施形態の表示システムが具備する表示部は、交換日時の情報を積算値とともに
表示する。
【００１２】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム１が具備する記録部１２は、計測部１１
からエネルギー使用量情報を取得しない期間がある場合、エネルギー使用量情報を取得し
ない理由を、計測日時に対応づけて記録し、表示部１４は理由を積算値とともに表示する
。
【００１３】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム２が具備する記録部は、第１の記録部４
２と、第２の記録部５２とを含み、第１の記録部４２は計測部４１からエネルギー使用量
情報を取得して記録し、第２の記録部５２は第１の記録部４２からエネルギー使用量情報
を取得して記録し、第１の記録部４２と第２の記録部５２とは直列に接続される。
【００１４】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム２が具備する記録部４２，５２は、エネ
ルギー使用量情報が記録の停止により取得されなかったこと、エネルギー使用量情報が再
取得可能であること、またはエネルギー使用量情報が再取得不可であること、のすくなく
とも一つを理由として記録する。
【００１５】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム１が具備する記録部１２は、積算値を計
測した計測部の識別子をさらに計測日時に対応づけて記録し、処理部１３は、記録部１２
に記録された識別子を参照して計測部１１の交換日時を判定する。
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【００１６】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム２はさらに、ユーザからの指示入力を受
け付ける操作部４４，５３を具備し、記録部４２，５２は、操作部４４，５３からの指示
に応じて、エネルギー使用量情報の記録を停止および再開し、処理部４３，５１は、エネ
ルギー使用量情報の記録を停止したことによりエネルギー使用量を記録していない期間に
ついては、表示部４４，５３に記録を停止していた旨を表示させる。
【００１７】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム２において、記録部５２がエネルギー使
用量情報を記録していない期間があり、当該期間のエネルギー使用量情報を再取得可能で
ある場合、処理部５１は、表示部が表示する情報中当該期間に対応する箇所に再取得可能
であることを表示させる。
【００１８】
　また、以下で説明する実施形態の表示システム２において、記録部５２がエネルギー使
用量情報を記録していない期間があり、当該期間のエネルギー使用量情報を再取得不可能
である場合、処理部５１は、表示部が表示する情報中当該期間に対応する箇所に再取得不
可能であることを表示させる。
【００１９】
　以下に、図面を参照して、実施形態に係る表示システムを説明する。実施形態において
同一の部位には同一の符号を付し、重複する説明を省略される。
【００２０】
（第１の実施形態）
　まず、図１乃至図８を用いて、第１の実施形態に係る表示システムについて説明する。
【００２１】
　第１の実施形態に係る表示システム１は、家屋等に設置される電力計（計測部）が計測
した電力使用量に関する情報を表示する。たとえば、表示システム１は、ＨＥＭＳに組み
込まれ、宅内の電力使用量の積算量の時間推移をグラフやリストにして表示する。家庭に
設置される電力計は、継続的に電力使用量を計測し、電力使用量の積算値を記憶する。従
来、電力使用量を表示するシステムは、かかる電力計をユーザが使用開始した時点に当該
電力計に記録されている積算値を初期値として、ユーザの電力使用量の積算値の推移を表
示している。しかし、電力計が交換される場合、新しい電力計が予め記憶している積算値
は必ずしもゼロではなく、電力計毎に初期値が異なる場合がある。また、新しい電力計の
初期値は、交換前の電力計が最後に記憶していた積算値と必ずしも一致しない。かかる場
合に、表示システムが電力計に記憶された積算値をそのまま表示すると、電力計の交換の
前後で表示される積算値にずれが生じる。また、電力計の使用を開始したのちに、当該電
力計が故障して交換が必要になった場合等もやはり、交換前後の電力計の積算値は対応し
ていないことがある。このため、電力計の交換前後の積算値の連続性が保証できなかった
。そこで、従来は交換前の積算値の情報をいったん破棄して、交換後の電力計に記録され
る積算値のみに基づいた表示が行われていた。
【００２２】
　第１の実施形態に係る表示システム１は、電力計の交換があった場合、交換後の電力計
が記録している積算値から交換前の電力計が記録している積算値を減算して差分を算出す
る。そして、表示システム１は、交換後の電力計が記憶する積算値から算出した差分を減
算する。表示システム１は、減算後の値を交換後の積算値として表示する。このように処
理することにより、第１の実施形態に係る表示システム１は、電力計の交換があった場合
に表示される積算値のずれの発生を抑制することができる。
【００２３】
［表示システム１の構成］
　図１は、第１の実施形態に係る表示システム１の構成の一例を示す図である。図１に示
すように、表示システム１は、宅内に配置される表示装置１０と、宅外に配置されるサー
バ２０と、ユーザに携帯され宅内および宅外を移動する携帯端末３０と、を備える。
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【００２４】
　表示装置１０は、宅内で消費された電力量を時系列的に表示する。たとえば、表示装置
１０は、各月ごとの電力使用量の積算値を表示する。表示装置１０は、たとえば、宅内に
配置される家電機器の消費電力や動作等を制御するＨＥＭＳの制御装置等に組み込まれて
もよい。表示装置１０は、ネットワークＮＷを介してサーバ２０と通信可能に接続される
。また、表示装置１０は、ネットワークＮＷを介して携帯端末３０と通信可能に接続され
る。
【００２５】
　サーバ２０は、宅内の表示装置１０に記録される電力使用量の情報をネットワークＮＷ
を介して取得する。また、サーバ２０は、ユーザの要求に応じて携帯端末３０に宅内の電
力使用量に関する情報を送信する。サーバ２０はたとえば、ＨＥＭＳを運営管理する事業
者が運用するサーバである。
【００２６】
　携帯端末３０は、表示装置１０が配置される宅の居住者が所有する情報端末である。携
帯端末３０はたとえば、スマートフォン、携帯電話、タブレットコンピュータ等である。
携帯端末３０のユーザは、携帯端末３０からサーバ２０に対して情報の送信を要求するこ
とで、宅内の電力使用量等に関する情報を取得することができる。
【００２７】
［表示装置１０の構成］
　表示装置１０は、計測部１１と、記録部１２と、処理部１３と、表示操作部１４と、を
具備する。
【００２８】
　計測部１１は、宅内の電力使用量を継続的に計測し、電力使用量の積算値を記憶する。
計測部１１は、たとえば、分電盤に接続され、分岐ブレーカおよび主幹ごとの電力使用量
を計測する電力計測ユニットである。計測部１１は、予め定められた期間ごとに電力使用
量の積算値の計測日時とその時の電力使用量の積算値とを処理部１３に通知する。
【００２９】
　記録部１２は、処理部１３からの指示に基づき、計測部１１が計測し処理部１３に通知
した電力使用量の計測日時と電力使用量の積算値とを対応づけて記録する。また、記録部
１２は、処理部１３からの指示に基づき、計測部１１の交換日時を記憶する。
【００３０】
　処理部１３は、電力使用量情報取得部１３１と、交換情報取得部１３２と、表示情報生
成部１３３と、を備える。
【００３１】
　電力使用量情報取得部１３１は、計測部１１から予め定められた期間ごとに電力使用量
の積算値の計測日時とその時の電力使用量の積算値とを示す情報を受信する。そして、電
力使用量情報取得部１３１は、受信した計測日時とその時の積算値とを、記録部１２に記
録する。
【００３２】
　交換情報取得部１３２は、計測部１１の交換日時を示す情報を取得する。交換情報取得
部１３２による交換日時の情報の取得態様は特に限定されない。たとえば、交換情報取得
部１３２は、ユーザが表示装置１０に計測部１１が交換されたことを示す情報を手入力し
た場合に、その日時を交換日時の情報として取得するようにしてもよい。また、たとえば
、計測部１１が積算値の計測日時とその時の積算値とを処理部１３に送信する際に、計測
部１１固有の識別子を情報に付加するものとしてもよい。そして、電力使用量情報取得部
１３１は計測日時とその時の積算値とを示す情報を抽出し、交換情報取得部１３２は計測
部１１固有の識別子を抽出するものとしてもよい。そして、交換情報取得部１３２は、送
信された識別子を、当該識別子が付与されていた計測日時および積算値と対応づけて記録
部１３に記録するように構成してもよい（図４参照）。
【００３３】



(6) JP 6237380 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

　表示情報生成部１３３は、ユーザからの指示入力に応じて所定期間の電力使用量を時系
列的に示すための表示情報を生成する。たとえば、表示情報生成部１３３は、図２に示す
ような電力使用量グラフを表示するための情報を生成する。図２は、第１の実施形態に係
る表示システム１において表示される電力使用量グラフの一例を説明するための図である
。図２の例では、Ｔ１～Ｔ７の各時点の積算値が線グラフで表示されている。Ｔ４とＴ５

の間の積算値の情報は表示されていない。これは、Ｔ４からＴ５の間に計測部１１が交換
されており、その間の積算値が記録部１２に記録されていないためである。しかし、図２
に示すように、第１の実施形態の表示システム１では、計測部１１が交換されてもその前
後の積算値が整合するように表示を行うことができる。なお、図２では、積算値が記録部
１２に記録されていない期間については、電力使用量はゼロとみなして表示を行っている
。ただし、これに限定されず、たとえばユーザが記録のない期間の推定電力使用量を入力
し入力された値に基づいて表示をおこなってもよい。電力使用量グラフを表示するための
表示情報生成処理の詳細については後述する。
【００３４】
　表示操作部１４は、表示情報生成部１３３が生成した表示情報に基づき、電力使用量グ
ラフを表示する。たとえば、表示操作部１４は、図２に示すような電力使用量グラフを表
示する。また、表示操作部１４は、ユーザの指示入力を受け付ける。たとえば、表示操作
部１４は、ユーザから所定の期間の入力を受け付け、当該期間に対応する電力使用量グラ
フを表示する。表示操作部１４は、たとえばタッチパネルのように表示機能と入力機能と
を備える機能部である。ただしこれに限定されず、表示操作部１４は、モニタスクリーン
等の表示部とキーボード等の入力部とを別個に備える機能部であってもよい。
【００３５】
［記録部１２に記録される情報の例］
　図３乃至図６は各々、第１の実施形態に係る表示システム１の記録部１２に記録される
電力使用量情報の第１の例乃至第４の例を示す図である。図３に示す第１の例では、記録
部１２は、計測部１１が積算値を計測した日時である「計測日時」とその時計測された積
算値である「計測値」とを対応づけた積算値リストを記録する。
【００３６】
　また、記録部１２は、処理部１３が検知した計測部１１の交換日時である「計測日時」
を示す交換点リストを記録する。図３の例では、処理部１３は、計測部１１から送信され
る情報に付加された計測部１１の識別子に基づき、交換日時を検知するものとする。この
ため、交換点リストには、それまでの識別子と異なる識別子が付加された情報が送信され
た計測日時が記録される。
【００３７】
　たとえば、図３に示すように、「計測日時」として「14/02/20　13:00」、「計測値」
として「２００００１」が対応づけて記録される。これは、２０１４年２月２０日１３時
に計測部１１が計測した積算値が「２００００１」であることを示す。また、図３に示す
ように、交換点リストとして、「計測日時、14/02/20　13:00」が記録される。これは、
２０１４年２月２０日１３時に計測を行った計測部１１は、それ以前の計測部１１とは異
なる識別子を付与されていることを示す。すなわち、２０１４年２月２０日１３時とその
直前の計測との間に計測部１１の交換が行われたことを示す。なお、最初に計測部が設置
された場合は計測日時は新規に計測部が設置されたことを示すものとする。
【００３８】
　図４に示す第２の例では、記録部１２には、「計測日時」、「計測値」、「識別子」が
対応づけて記録される。「計測日時」および「計測値」は図３に示す例と同様である。図
４の第２の例では、「計測日時」および「計測値」に対応づけてさらに「識別子」が記録
される。「識別子」は、当該計測日時に計測を行った計測部１１の識別子を示す。図４の
例では、「計測日時、14/02/20　16:00」に対応づけられる識別子は「Ｍ０１」であるの
に対し、「計測日時、14/02/20　17:00」に対応づけられる識別子は「Ｍ０２」である。
これは、「計測日時、14/02/20　16:00」と「計測日時、14/02/20　17:00」との間に計測



(7) JP 6237380 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

部１１が交換されたことを示す。
【００３９】
　図５に示す第３の例では、記録部１２には、複数の積算値リストが記録される。第３の
例では、一つの積算値リストが一つの計測部１１に対応する。すなわち、計測部１１が交
換されたことを検知すると、記録部１２は新しい計測部１１による計測データをそれ以前
の計測部１１による計測データとは別個に記録する。この場合、複数の積算値リスト相互
間の関係はリスト間のリンクを設定することで保持する。
【００４０】
　図６に示す第４の例は、図３に示す第１の例と同様である。ただし、積算値として計測
部１１から取得した値ではなく、計測開始時点の値を「０」として、その後の計測値につ
いては計測開始時点の計測値との差分を記録する。図６の交換点リストは図３に示す交換
点リストと同様である。
【００４１】
　このように、計測部１１から送信される情報にもとづき、電力使用量の積算値を示すデ
ータが記録部１２に記録される。また、計測部１１の交換時点を示す情報が記録部１２に
記録される。
【００４２】
［表示情報生成処理の流れの一例］
　図７は、第１の実施形態に係る表示システム１における表示情報生成処理の流れの一例
を示すフローチャートである。図７を参照し、第１の実施形態に係る表示システム１にお
ける表示情報生成処理について説明する。
【００４３】
　上述のように、表示情報生成処理は、表示情報生成部１３３により実行される。まず、
表示操作部１４は、ユーザから表示期間（表示開始日時Ｐ１および表示終了日時Ｐ２）を
指定する入力を受け付ける（ステップＳ７０１）。表示操作部１４は、受け付けた入力に
より指定される表示期間を処理部１３に通知し、処理部１３は表示期間を取得する（ステ
ップＳ７０２）。表示期間を取得した処理部１３の表示情報生成部１３３は、入力により
指定された表示開始日時Ｐ１を処理対象期間の先頭日時「Ｓ」とする。また、表示情報生
成部１３３は、オフセット値「Ｏ」を表示開始日時Ｐ１の計測値とする（ステップＳ７０
３）。次に、表示情報生成部１３３は、Ｐ１とＰ２が同じ区間に含まれるか否かを判定す
る（ステップＳ７０４）。ここで、同じ「区間」とは、同一の計測部１１によって積算値
が計測されている期間を指す。たとえば、図３の例において、「計測日時、14/02/20　13
:00」と「計測日時、14/02/20　16:00」とは同じ区間に属し、「計測日時、14/02/20　14
:00」と「計測日時、14/02/20　19:00」とは異なる区間に属する。
【００４４】
　表示情報生成部１３３は、Ｐ１とＰ２とが同じ区間に含まれると判定した場合（ステッ
プＳ７０４、肯定）、次に記録部１２を参照してＰ１からＰ２までの間に計測された計測
値のデータを取得する（ステップＳ７０５）。そして、表示情報生成部１３３は取得した
データ中の各計測値の値からオフセット値Ｏを減算した値を各計測日時の積算値として、
グラフを描画する（ステップＳ７０６）。Ｐ１とＰ２が同じ区間内にある場合、表示情報
生成処理はこれで終了する。
【００４５】
　他方ステップＳ７０４に戻って、表示情報生成部１３３は、Ｐ１とＰ２が同じ区間に含
まれないと判定した場合（ステップＳ７０４、否定）、次に記録部１２を参照してＰ１を
含む区間のＰ１以後のデータを取得する（ステップＳ７０７）。そして、表示情報生成部
１３３は、取得したデータに含まれる各計測日時の計測値からオフセット値Ｏを減算した
値を積算値として、グラフを描画する（ステップＳ７０８）。次に、表示情報生成部１３
３は、オフセット値Ｏをそれまでのオフセット値Ｏに、「次区間の先頭の計測日時の計測
値－前区間の最終計測日時の計測値」を加算したものとする（ステップＳ７０９）。また
、表示情報生成部１３３は、処理対象期間の先頭日時Ｓを次区間の先頭の計測日時とする
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（ステップＳ７０９）。そして、表示情報生成部１３３は、Ｐ２が次区間に含まれるか否
かを判定する（ステップＳ７１０）。Ｐ２は次区間に含まれると判定した場合（ステップ
Ｓ７１０、肯定）、表示情報生成部１３３は、次の区間の先頭からＰ２までのデータを記
録部１２から取得する（ステップＳ７１１）。そして、表示情報生成部１３３は、取得し
たデータに含まれる各計測日時の計測値からオフセット値Ｏを減算したものを各計測日時
の積算値としてグラフを描画する（ステップＳ７１２）。この場合の表示情報生成処理は
これで終了する。
【００４６】
　他方ステップＳ７１０に戻って、表示情報生成部１３３は、Ｐ２が次区間に含まれない
と判定した場合（ステップＳ７１０、否定）、次に次区間全体のデータを記録部１２から
取得する（Ｓ７１３）。そして、表示情報生成部１３３は、取得したデータに含まれる各
計測日時の計測値からオフセット値Ｏを減算した値を積算値としてグラフを描画する（ス
テップＳ７１４）。この場合、表示情報生成部１３３はふたたびステップＳ７０９に戻っ
て、次の区間について処理を続ける。最終的にＰ２まで描画が終了すると、表示情報生成
部１３３は、表示情報生成処理を終了する。　
【００４７】
［第１の実施形態の効果］
　このように第１の実施形態に係る表示システム１は、計測部１１による計測日時と、当
該計測日時に計測した電力使用量の積算値と、計測部１１の交換日時と、を含む電力使用
量情報を記録する記録部１２と、積算値を時系列的に表示する表示部１４と、記録部１２
に記録される電力使用量情報を参照して、計測部１１の交換前後の積算値の差分を算出し
、交換後に計測した積算値から当該差分にもとづくオフセット値を減算して表示部１４に
表示させる処理部１３と、を具備する。このため、計測部１１の交換により、電力使用量
の情報が取得できない期間がある場合でも、計測部１１の交換前後の情報に齟齬が生じな
い。このため、表示システム１は、電力使用量の情報を取得できない期間があった場合で
もユーザが理解しやすい電力使用量の情報を提示することができる。よって、表示システ
ム１は、計測部１１が交換された場合でも継続して積算値を表示することができる。
【００４８】
　また、第１の実施形態に係る表示システム１において、記録部は、積算値を計測した計
測部の識別子をさらに計測日時に対応づけて記録し、処理部は、記録部に記録された識別
子を参照して計測部の交換日時を判定する。このため、表示システム１は、ユーザの手入
力等によらずに、自動的に計測部の交換を検知して、交換前後の積算値を算出して表示す
ることができる。
【００４９】
　なお、第１の実施形態においては、交換前後の計測部１１に記録された積算値に基づい
てオフセット値を設定した。しかし、これに限定されず、たとえば、計測部１１の交換の
際に、ユーザがオフセット値を入力し、入力された値に基づきオフセット値を算出して以
後の積算値を表示するように表示システムを構成してもよい。
【００５０】
［第１の実施形態の変形例］
　上記第１の実施形態では、表示システム１は、計測部１１の交換前後の計測値の差分を
算出し、交換後の計測値から算出した差分を減算した値を交換後の積算値として表示する
。これに加えて、表示システム１は、計測部１１の交換日時を示す情報を表示してもよい
。たとえば、図８は、第１の実施形態の変形例に係る表示システムが表示するグラフの例
を示す図である。図８中、計測器が交換された時点に対応するＴ５には、交換が行われた
ことを示すための点線のマーカが表示されている。また、グラフの上部に「計測器交換」
の文字が表示されている。このようにグラフ上に交換日時を示すマーカを表示することに
より、ユーザが容易に計測部１１の交換日時を確認できる。
【００５１】
［第１の実施形態の変形例の効果］
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　このように、第１の実施形態の変形例に係る表示システムにおいては、表示部は、交換
日時の情報を積算値とともに表示する。すなわち、表示システムは、積算値を表示する際
、計測部が交換された時系列位置に、交換を示すマーカを表示する。このため、仮にグラ
フが水平になっていたり、数値の変化がない表示となっていても、それが計測部の交換中
の数値であり、計測が行われていなかったことをユーザが容易に認識することができる。
【００５２】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態に係る表示システム２では、ネットワークの障害等により、計測部１１
から情報を送信できず記録部１２に情報が記録されておらず、当該期間について電力量等
の情報を表示できない場合でも、ユーザに理解しやすい情報提示を実現する。表示システ
ム２は、ネットワーク障害等のために記録部１２に情報が記録されていない場合に、情報
が欠落している理由を記録する。そして、第２の実施形態に係る表示システム２では、ユ
ーザの指定した表示期間の電力使用量の積算値を表示する際に、当該表示期間に電力使用
量の情報が記録されていない期間が含まれている場合、情報欠落の理由を併せて表示する
。
【００５３】
［表示システム２の構成の一例］
　図９は、第２の実施形態に係る表示システム２の構成の一例を示す図である。図９に示
すように、第２の実施形態に係る表示システム２は、宅内装置４０と、情報処理装置５０
と、を具備する。
【００５４】
　宅内装置４０は、家屋等に設けられ、宅内での電力使用量等を監視する。特に宅内装置
４０は、宅内での電力使用量を計測し、計測した電力使用量を記録する。宅内装置４０は
たとえば、ＨＥＭＳの制御装置、ホームゲートウェイ（ＨＧＷ）やエネルギー計測装置等
である。
【００５５】
　宅内装置４０は、計測部４１と、記録部４２と、処理部４３と、表示操作部４４と、を
備える。計測部４１は、宅内の電力使用量を計測する。記録部４２は、計測部４１が計測
した宅内の電力使用量を記録する。処理部４３は、宅内装置４０内の各部に指示を送信し
て各部の処理を制御する。たとえば、処理部４３は、計測部４１から計測した電力使用量
の情報を受信して記録部４２に記録させる。また、処理部４３は、表示操作部４４が受け
付けたユーザの指示入力を受信して、記録部４２に記録された情報を読み出し、表示操作
部４４に表示するための情報を生成する。計測部４１、記録部４２、処理部４３および表
示操作部４４は、第１の実施形態の表示装置１が備える計測部１１、記録部１２、処理部
１３および表示操作部１４（図１参照）におおむね対応する。このため、詳細な説明は省
略する。
【００５６】
　情報処理装置５０は、ネットワークＮＷを介して宅内装置４０と通信可能に接続される
。情報処理装置５０は、たとえば、第１の実施形態のサーバ２０や携帯端末３０（図１参
照）に対応する。情報処理装置５０は、宅内装置４０から宅内での電力使用量に関する情
報を受信し、受信した情報を記録するとともに、ユーザが電力使用量の状況を把握しやす
い態様で表示する。
【００５７】
　情報処理装置５０が、宅内装置４０から電力使用量に関する情報を取得するタイミング
は、予め定められた所定間隔ごとに宅内装置４０が自動的に情報送信を行うものとしても
よい。また、情報処理装置５０に対するユーザの指示入力に応じてユーザが指定する期間
の情報の送信を宅内装置４０に対して要求し、宅内装置４０が要求に応じて情報を情報処
理装置５０に送信するものとしてもよい。宅内装置４０から情報処理装置５０への情報送
信のタイミングは特に限定されない。たとえば、情報処理装置５０がＨＥＭＳを運営する
事業者が管理するサーバである場合、宅内装置４０は所定期間ごとに情報処理装置５０に
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情報を送信するものとすればよい。この場合でも、サーバが必要に応じて宅内装置４０に
対して情報送信を要求し、宅内装置４０が情報を送信するように構成してもよい。また、
情報処理装置５０がＨＥＭＳを利用するユーザの携帯端末等であって、サーバを介さずに
宅内装置４０にアクセスできる場合、ユーザの指示入力に応じて宅内装置４０が情報を送
信するように構成してもよい。
【００５８】
　情報処理装置５０は、ネットワークＮＷに障害が発生した場合などは、宅内装置４０か
ら電力使用量の情報を受信できないこともある。また、ユーザからの指示により、宅内装
置４０が電力使用量の計測を停止している場合もある。そこで、情報処理装置５０は、宅
内装置４０から所定期間に対応する電力使用量の情報を受信できない場合、受信できない
理由を検知する。そして、情報処理装置５０は、宅内装置４０から電力使用量の情報を受
信できない理由を記録して表示する。
【００５９】
［情報処理装置５０の構成の一例］
　情報処理装置５０は、処理部５１と、記録部５２と、表示操作部５３と、を具備する。
処理部５１は、障害検知部５１１と、入力処理部５１２と、を備える。
【００６０】
　障害検知部５１１は、ネットワークＮＷにおける通信障害の発生の有無を検知する。第
２の実施形態の情報処理装置５０は、通信の接続エラーが発生すると、予め定められた期
間待機した後、再度通信接続を試みる（リトライ）。リトライの回数および間隔は予め設
定されているものとする。障害検知部５１１は、通信エラーが発生して宅内装置４０から
情報を取得できなかった場合、情報が未取得である旨を記録部５２に記録する（図１１参
照、「ステータス、未取得」）。また、障害検知部５１１は、通信エラー発生後に、リト
ライを行っている場合、やはり情報が未取得である旨を記録部５２に記録する（図１１参
照、「ステータス、未取得」）。また、障害検知部５１１は、所定回数リトライを実行し
たにもかかわらず情報を受信できなかった場合は、情報を取得できなかった旨を記録部５
２に記録する（図１１参照、「ステータス、取得不可」）。障害検知部５１１の処理の結
果記録部５２に記録される情報については後述する。
【００６１】
　入力処理部５１２は、表示操作部５３へのユーザの指示入力により、所定期間にわたり
宅内装置４０からの情報取得が停止された場合に、この指示を検知する。そして、入力処
理部５１２は、ユーザの指示入力により情報を取得していないことを、記録部５２に記録
する。なお、宅内装置４０が備える表示操作部４４に対するユーザの指示入力によって、
所定期間にわたり宅内装置４０において電力使用量の情報の記録が停止されることもある
。この場合、記録部４２に、ユーザの指示によって情報の記録が停止されている旨を記録
する。そして、情報処理装置５０が宅内装置４０に情報送信を要求した場合は、宅内装置
４０は、ユーザの指示により情報の記録が停止されていた旨の情報を情報処理装置５０に
送信する。このとき、ユーザの指示入力を受け付けた装置を識別する情報を併せて送信し
、記録部５２に記録するように構成してもよい。
【００６２】
［記録部５２に記録する情報の一例］
　図１１は、第２の実施形態に係る表示システム２の記録部５２に記録する電力使用量情
報の一例を示す図である。なお、宅内装置４０の記録部４２に記録される情報は第１の実
施形態の記録部１２に記録される情報と同様である（図３乃至図６参照）。ただし、宅内
装置４０の表示操作部４４がユーザから記録停止を指示する入力を受けて電力使用量の記
録を停止している期間がある場合は、その旨も併せて記録するように構成してもよい。
【００６３】
　図１１を参照し、記録部５２には、情報処理装置５０が宅内装置４０から受信した電力
使用量情報が記録される。図１１に示すように、電力使用量情報は、「期間」、「ステー
タス」および「電力量」を含む。ここで、「期間」とは、電力使用量を計測した日時を示
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す情報である。
【００６４】
　「ステータス」とは、電力使用量を示す情報の取得状況を示す情報である。図１１に示
す「ステータス」には、「有効」、「取得停止」、「取得不可」および「未取得」が含ま
れる。ただし、図示する以外のステータスも記録するように表示システム２を構成しても
よい。
【００６５】
　「有効」とは、対応する期間の電力使用量情報が取得できていることを示す。たとえば
、通信障害がなく宅内装置４０から情報処理装置５０が情報を取得できた場合の「期間」
に対応づけられる「ステータス」は「有効」となる。図１１中、「期間、2013/1/2　01:0
0」には「ステータス、有効」が対応づけて記録されている。これは２０１３年１月２日
の１時の電力使用量は適切に取得されていることを示す。
【００６６】
　「取得停止」とは、対応する期間の電力使用量情報の取得または計測がユーザにより停
止されていることを示す。たとえば、ユーザが情報処理装置５０の表示操作部５３から指
示入力によって計測の停止を指示した場合、対応する「期間」の「ステータス」は「取得
停止」となる。図１１中、「期間、2013/1/2　02:00」には「ステータス、取得停止」が
対応づけて記録されている。これは２０１３年１月２日の２時の電力使用量の情報は、ユ
ーザにより情報取得が停止されていたため取得されていないことを示す。
【００６７】
　「取得不可」とは、対応する期間の電力使用量情報が取得できなかったことを示す。た
とえば、通信障害が発生したために、情報処理装置５０が宅内装置４０から電力使用量情
報を取得できず、所定回数のリトライを経ても情報の取得に失敗した場合、対応する「期
間」の「ステータス」は「取得不可」となる。図１１中、「期間、2013/1/2　04:00」に
は「ステータス、取得不可」が対応づけて記録されている。これは２０１３年１月２日の
４時の電力使用量の情報は、通信障害により取得できなかったことを示す。
【００６８】
　「未取得」とは、対応する期間の電力使用量情報がまだ取得されていないが、これから
取得される可能性があることを示す。たとえば、通信障害が発生したために、情報処理装
置５０が宅内装置４０から電力使用量情報を取得できなかったが、まだ所定回数のリトラ
イが終了しておらず、実行中のリトライまたは以後のリトライによって情報を取得できる
可能性がある場合である。図１１中、「期間、2013/1/2　07:00」には「ステータス、未
取得」が対応づけて記録されている。これは、２０１３年１月２日の７時の電力使用量の
情報は、まだ取得されていないが、現在またはこれからリトライが行われて取得される可
能性があることを示す。
【００６９】
　記録部５２に記録される情報のステータスは、リトライの状況に伴い更新される。すな
わち、リトライにより「未取得」の情報が取得されればステータスは「有効」に更新され
る。また、リトライによっても「未取得」の情報が取得されなければステータスは「取得
不可」に更新される。なお、「取得不可」と「未取得」とをまとめて一つのステータスと
して扱い、リトライ期間が経過しているか否かを別途フラグとして記録部４２に記録して
もよい。そして、表示操作部５３は、リトライ期間が未経過のものは「未取得」、リトラ
イ期間が経過済みのものは「取得不可」として表示する情報を生成するように構成しても
よい。
【００７０】
　「電力量」とは、対応する期間に計測された電力使用量の積算値である。第２の実施形
態の表示システム２でも、第１の実施形態と同様、計測部４１は電力使用量の積算値を記
録していくものとする。たとえば、図１１中、「期間、2013/1/2　01:00」には「電力量
、５００」が対応づけて記録されている。これは、２０１３年１月２日の１時までに使用
された電力の積算値は「５００」であることを示す。
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【００７１】
［表示システム２が表示する電力使用量情報の一例］
　図１０は、第２の実施形態に係る表示システム２において表示される電力使用量グラフ
の一例を説明するための図である。図１０に示すように、第２の実施形態の表示システム
２は、電力使用量の積算値を時系列的に表示する。つまり、縦軸に電力量（積算値）を、
横軸に日時を表示する。また、第２の実施形態の表示システム２は、電力使用量の情報を
取得できなかった場合に、電力使用量の積算値と併せて電力使用量の情報を取得できなか
った理由を表示する。
【００７２】
　たとえば、図１０の例では、グラフの途中に、「取得停止期間」、「取得不可期間」、
「再取得試行期間」等の文字が表示されている。第２の実施形態の表示システム２も、第
１の実施形態の表示システム１と同様、表示操作部４４または表示操作部５３への指示入
力に応じて、指示入力によって指定された期間の電力使用量情報を記録部４２または５２
から読み出して表示する。第２の実施形態では、表示操作部５３からの指示入力に応じて
電力使用量を表示する場合であって記録部５２に対応する期間の電力使用量（積算値）が
記録されていない場合、当該期間に対応する「ステータス」の内容を表示する。たとえば
、図１０のグラフ中、「取得停止期間」の表示は、図１１の「ステータス、取得停止」の
期間に対応する。また、図１０のグラフ中、「取得不可期間」の表示は、図１１の「ステ
ータス、取得不可」に対応する。また、図１０のグラフ中、「再取得試行期間」の表示は
、図１１の「ステータス、未取得」に対応する。
【００７３】
　このように、第２の実施形態では、ユーザの指示入力に応じて電力使用量情報を表示す
る際、記録部５２に記録されているステータスに対応する情報を表示する。
【００７４】
［電力使用量情報の表示情報生成処理の流れの一例］
　図１２は、第２の実施形態に係る表示システム２における表示情報生成処理の流れの一
例を示すフローチャートである。まず、表示システム２において情報処理装置５０は表示
操作部５３に対する指示入力を受け付ける。指示入力は処理部５１に送られ、処理部５１
は、指示入力により指定された表示期間を取得する（ステップＳ１２０１）。そして、処
理部５１は、表示期間の電力使用量情報を、記録部５２に記録された情報を参照して取得
する（ステップＳ１２０２）。そして、処理部５１は、表示期間中の表示開始日時をＴと
おく（ステップＳ１２０３）。そして、処理部５１は、Ｔから開始する「期間」と「ステ
ータス」が同一の期間を取得する（ステップＳ１２０４）。ここで、「期間」とは図１１
に示す「期間」に対応するものとする。すなわち、計測部４１による１回の電力使用量の
計測に対応する期間を指す。たとえば、図１１の例では、「13/1/2　01:00」から「13/1/
2　02:00」までが一つの期間である。
【００７５】
　さらに、処理部５１は、ステップＳ１２０４で取得したＴから開始する「期間」の「ス
テータス」が「有効」か否かを判定する（ステップＳ１２０５）。「ステータス」が「有
効」であると判定した場合（ステップＳ１２０５、肯定）、処理部５１は、ステップＳ１
２０２で取得したデータに基づき電力使用量のグラフを描画する（ステップＳ１２０６）
。他方、「ステータス」が「有効」ではないと判定した場合（ステップＳ１２０５、否定
）、処理部５１は、Ｔから開始する「期間」の「ステータス」を取得し、当該「ステータ
ス」に対応する文字表示を特定する。すなわち、処理部５１は、当該期間の電力使用量の
情報が取得されていない理由を特定する。そして、処理部５１は、当該期間に対応するグ
ラフ中の場所に特定した文字表示を描画する（ステップＳ１２０７）。たとえば、処理部
５１は、該当する箇所にボックスを描画してその中に特定した文字、すなわち、電力使用
量の情報が取得されていない理由を表示する。
【００７６】
　そして、ステップＳ１２０６またはステップＳ１２０７が終了すると、処理部５１は、
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ステップＳ１２０３で表示期間の表示開始日時に設定した「Ｔ」を、次の期間の先頭に設
定する（ステップＳ１２０８）。つまり、既に描画済み（ステップＳ１２０７、Ｓ１２０
８）の期間の次の期間の先頭をＴとおく。そして、処理部５１は、ＴがステップＳ１２０
２で指定された表示期間外であるか否かを判定する（ステップＳ１２０９）。Ｔが表示期
間外でないと判定した場合（ステップＳ１２０９、否定）、処理部５１は、ステップＳ１
２０４に戻り、次の期間について処理を繰り返す。他方、Ｔが表示期間外であると判定し
た場合（ステップＳ１２０９、肯定）、処理部５１は処理を終了する。これによって、表
示情報生成処理は終了する。
【００７７】
　なお、図７に示す第１の実施形態の表示情報生成処理と、図１２に示す第２の実施形態
の表示情報生成処理とを組み合わせて、計測部の交換による積算値の齟齬と通信障害等に
よる情報の欠落の双方に対処した表示情報を生成するように表示システムを構成してもよ
い。
【００７８】
［第２の実施形態の効果］
　上記のように、第２の実施形態に係る表示システム２においては、記録部５２は、計測
部４１から電力使用量情報を取得しない期間がある場合、電力使用量情報を取得しない理
由を、計測日時に対応づけて記録し、表示部５３は理由を積算値とともに表示する。この
ため、記録部５２に電力使用量の情報が記録されていない場合であっても、記録されてい
ない理由をユーザに対して提示することができる。
【００７９】
　また、第２の実施形態に係る表示システム２において、記録部は、宅内装置に配置され
る第１の記録部（記録部４２）と、宅外の装置に配置される第２の記録部（記録部５２）
とを含み、第１の記録部は計測部４１から電力使用量情報を取得して記録し、第２の記録
部は第１の記録部から電力使用量情報を取得して記録し、第１の記録部と第２の記録部と
は直列に接続される。このように、計測部４１と処理部５１との間に複数の記録部が直列
に接続される場合であっても、電力使用量が記録されていない期間について、その理由を
ユーザに提示することができる。したがって、ユーザは記録がない期間について、なぜ記
録がないのか容易に知ることができる。このため、表示される情報の有用性を高めること
ができる。
【００８０】
　また、第２の実施形態に係る表示システム２は、ユーザからの指示入力を受け付ける操
作部（表示操作部４４，５３）をさらに具備し、記録部（記録部４２，５２）は、操作部
からの指示に応じて、電力使用量情報の記録を停止および再開し、処理部（処理部４３，
５１）は、電力使用量情報の記録を停止したことにより電力使用量を記録していない期間
については、表示部に記録を停止していた旨を表示させる。このため、電力使用量情報が
記録されていない場合に、それがユーザの意思によるものであれば、ユーザの意思による
記録停止であることが表示される情報から容易に認識できる。
【００８１】
　また、第２の実施形態に係る表示システム２は、記録部（記録部４２，５２）が電力使
用量情報を記録していない期間があり、当該期間の電力使用量情報を再取得可能である場
合、処理部（処理部４３，５１）は、表示部（表示操作部４４，５３）が表示する情報中
当該期間に対応する箇所に再取得可能であることを表示させる。このため、ユーザに対し
て、記録されていない電力使用量の情報が再取得可能であることを容易に認識させること
ができる。
【００８２】
　また、第２の実施形態に係る表示システム２は、記録部（記録部４２，５２）が電力使
用量情報を記録していない期間があり、当該期間の電力使用量情報を再取得不可能である
場合、処理部（処理部４３，５１）は、表示部（表示操作部４４，５３）が表示する情報
中当該期間に対応する箇所に再取得不可能であることを表示させる。このため、ユーザに
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ことができる。
【００８３】
　なお、上記第１および第２の実施形態においては、主に、電力使用量について表示を行
う場合を前提として説明した。しかし、これに限定されず任意のエネルギー、たとえば、
ガスや水道等、使用量を計測して表示を行うものであれば、本発明を適用することができ
る。また、第２の実施形態においては、表示する情報は積算量でなく所定の計測期間ごと
の電力使用量であってもよい。
【００８４】
　以上説明したとおり、上記実施形態によれば、エネルギー使用量の情報を取得できない
期間があった場合でもユーザが理解しやすいエネルギー使用量の情報を提示することがで
きる。
【００８５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００８６】
　１，２　表示システム
　１０　表示装置
　１１　計測部
　１２　記録部
　１３　処理部
　１４　表示操作部
　２０　サーバ
　３０　携帯端末
　４０　宅内装置
　４１　計測部
　４２　記録部
　４３　処理部
　４４　表示操作部
　５０　情報処理装置
　５１　処理部
　５２　記録部
　５３　表示操作部
　１３１　電力使用量情報取得部
　１３２　交換情報取得部
　１３３　表示情報生成部
　５１１　障害検知部
　５１２　入力処理部
　ＮＷ　ネットワーク
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